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人権教育強調週間 

                          校 長  渡辺 伸一 

 

「校長先生、１２月４日の全校朝会で人権に関するお話をお願いします。」 

と担当職員から話がありました。新潟県では毎年１２月４日から１０日までを人権週間と

して取り組んでいます。 

妙高高原南小学校では、目的を『児童の人権

尊重の精神の涵養と教職員の指導力向上を図

り、学校教育における人権教育推進の気運を醸

成する。』として職員で共通理解し、話をした

り、DVD を見せたり、６年生が発表したり等

の様々な取組をしています。先日の参観授業も

その一環で実施しました。 

 

「承知しました。」 

と答えてはみたものの、悩みました。小学校１年生から６年生までに話す内容です。短い

言葉で、みんなに分かってもらえるものはないかなとあれこれ探してみました。なかなか

得心できる内容を思い浮かべないまま時間が過ぎていきました。そんなとき、大阪の小学

校の“たった１の約束”の活字が目に飛び込んできました。その約束は『自分がされてい

やなことは人にしない、言わない。』です。これなら人権教育との内容として１年生から６

年生まで分かってくれると思いました。 

 

「自分がされていやなことは・・・、続きは分かりますか、想像できますか？」 

全校朝会で児童に尋ねました。すると、たくさんの児童が手を挙げてくれました。 

「人にしないです。」 

自信をもって答えてくれました。 

「みなさんにできるこの言葉を大

切にして生活しましょう。」 

と話しました。素直な顔で私の方

を向いている児童の姿を見て、私はやさしい気持ちになり笑顔がこぼれました。 
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６年生の発表で使われた言葉 



スキー部結団式での児童代表の抱負より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の全校スキー教室と雪まつりについて 

年間計画では、２月２２日に全校スキー教室、２８日に雪まつりを予定していました。

両方とも実施するのですが、いろいろ検討し、変更がありますのでお知らせします。 

① ２月２２日の全校スキー教室について 

・１日日程で計画していたのを午前のみの計画に変更します。全校でアルペンスキー

教室を半日行います。学校に戻ってきて給食を食べ、午後は授業をします。 

その関係で昼食代 850円は徴収しません。 

② ２月２８日の雪まつりについて 

 ・午前中に国立妙高青少年自然の家で、全校クロスカントリースキー教室をします。学

校に戻って給食を食べ、午後は雪まつり（内容は検討中）になります。 

アルペン、クロカン共によさがあります。今年度は、子どもたちに両方を体験する機会

を設けます。保護者の皆様のご理解、ご協力をよろしくお願いします。 

アルペン部部長 ６年生  

ぼくたちは、今までアルペン

部の朝練でインラインや体育

館練習をがんばってきました。

基礎や体力トレーニングは冬

につながると思います。 

今年は次の２つのことをがんばります。 

１つ目は、１回１回の練習を大切にすることで

す。信越学童スキー大会やのんちゃんスキー大会

まで練習回数は多くありません。コーチや先生の

アドバイスをしっかり聞き、記録につなげていき

たいです。 

 ２つ目は、安全にすべることです。ぼくは昨年、

ポールに手をぶつけてしまい思うようにすべれ

ませんでした。けがをするとスキーがすべりたく

てもすべることができません。チームの全員がし

っかり集中し、けがなくすべりたいです。 

 この２つのことをがんばり、アルペン部の１人

１人が競い合い応援し合っていきたいです。 

 

クロカン部部長 ６年生  

私たちクロカン部は、冬場に

向けローラースキーや持久走

練習を一生懸命やってきまし

た。コーチや先生のアドバイス

を聞き目標をもって取り組み、 

自分の力を高めてきました。 

新しく始めた３年生も、練習するたびに上達し

ています。今は、夏場できたえた力がどこまで成

長したのか、早く雪の上で滑り、確かめたい気持

ちです。 

私は部長として、クロスカントリースキーを通

じてみんなで助け合ったり、教えあったりしたい

です。きつい時こそ声を出し応援し合っていきた

いです。そして、我まんして努力できる人になり

たいです。 

今シーズンが終わった時に、クロカン部のみん

なが「クロカンをやってよかった。」と言えるよ

うなシーズンにしたいです。 


